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 グラウンドアンカー（以下，アンカー）は，のり面や各種構造物の安定性の確保にとって有効な工法と

して広く利用されてきている．現在，アンカーの維持管理を行う上で必要な残存引張り力を調査するリフ

トオフ試験は，のり面に施工されたアンカー全数に対し5%～10%程度を目安に実施されており，アンカー

のり面全体の健全性を評価する上で十分ではない．この問題に対し，本研究開発では，小型・軽量な

SAAMジャッキを用いた残存引張り力の面的調査を基にした健全性評価手法を新たに提案し，従来の点で

の調査から面による調査手法の導入によって，今後のアンカーのり面の有効かつ確実な維持管理を進め，

国民の安心・安全な社会・経済活動維持に寄与することを目指すものである．  
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1.  はじめに 

 
 我が国では，道路，鉄道，ダム等の社会資本の整備に

伴い，切土のり面あるいは地すべり等に対する対策のた

めアンカーが数多く施工されてきている．アンカーの施

工実績は，日本アンカー協会によると1)，平成8～16年の

間で2万件以上，施工延長は13,000km以上となっている．

また，最近5年間の平均でも，年間約3100件の施工が行

われ，施工延長は約2100kmとなっている2)．アンカーは，

当初防食技術が不十分であっため，昭和63年から二重防

食が義務付けられたものの，施工後長期間経過したもの

の中には機能低下を起こしているものも見られる． 
人口減少が見られ今後投資余力が減少することが予想

される我が国において，国民の安全・安心で快適な生

活・経済活動を維持する上で，その基盤となっている既

存社会資本を有効かつ長期にわたって利用するための適

切な維持管理手法が求められている．現在，アンカーの

維持管理を行う場合，現状点検等とあわせてリフトオフ

試験により求まるアンカー残存引張り力の評価が行われ

ている．残存引張り力は，アンカーの緊張状況あるいは

アンカー背面の地盤状況を反映するものであり，アンカ

ーおよびのり面を管理する上で重要な評価値である．と

ころで，アンカーの残存引張り力を求めるためのリフト

オフ試験は，従来センターホール型ジャッキを用いて行

われてきている．センターホール型ジャッキは，機器が

大きく重いため，リフトオフ試験を実施するにあたり，

足場の仮設，クレーン等による搬入・撤去，場合によっ

ては道路の通行規制が必要となり，作業も大掛かりとな

るため，リフトオフ試験はのり面全体の5～10％程度の

アンカーを対象として実施されてきている3)．しかし，

このような従来の方法による調査では，調査カ所が限定

されるとともに，明確に調査が必要なアンカーの特定が

行えず，適切な維持管理を行う上で十分とは言えない．

そこで，これらの問題に対し，従来のセンターホール型

ジャッキに比べ大幅に小型・軽量化を図り，迅速に数多

くのアンカーに対してリフトオフ試験が実施できる

SAAMジャッキの開発を行い4),5)，アンカーのり面におけ

る残存引張り力の面的分布の調査を可能とした． 
本研究では，まずSAAMジャッキを用いたアンカー残

存引張り力の面的調査手法の提案を行い，この面的調査

手法に基づき，全国15箇所のアンカーのり面を対象とし

たアンカー残存引張り力の面的調査を実施し，アンカー

のり面におけるアンカー緊張力の分布特性の評価を行う．

その上で，従来ののり面全体の5～10％程度のアンカー

を対象とした個別アンカーに対する機能評価ではなく，

のり面に施行されたアンカーの残存引張り力の面的分布

結果を基にした，新たなアンカーのり面の健全性評価手

法の提案，並びにそれに基づいた評価を行う．本研究で

提案する健全性評価手法により，重要な既存社会資本の

1つであるアンカーを有効かつ適切に維持管理を行い，

長期にわたって利用し，国民の安全・安心で快適な生

活・経済活動の維持につなげたいと考えている． 
 



2.  面的調査方法 

 
 図-1は，SAAMジャッキによるリフトオフ試験状況で

ある．SAAMジャッキは，小型・軽量であるため，人力

での持ち運びが可能で，設置にあたりクレーンでの搬

入・撤去，足場の仮設等が基本的に不要で，現場作業の

迅速性の向上，および調査時の通行規制を極力抑えるこ

とによる管理者，利用者への負担軽減を計ることができ

る．また，小型・軽量であるSAAMジャッキは，数多く

のアンカーに対しリフトオフ試験を迅速に実施できるた

め，従来の大型で重量のあるセンターホール型ジャッキ

では困難であった，のり面に施工されたアンカーの残存

引張り力の面的調査を比較的容易に行うことが可能であ

る6)． 

SAAMジャッキを用いたアンカーのり面の面的調査は，

図-2のフローに従って実施する7)．面的調査を実施する

にあたり，のり面のアンカー施行本数が多く全数のアン

カーに対する調査が難しい場合，図-3に示すように，1/2
～1/4程度のアンカーを対象に段・列に抜けがない間引

き調査を実施し，まずのり面全体の残存引張り力分布を

とらえる．その上でのり面の残存引張り力が一様でなく

一部に過緊張あるいは緩みの領域等が確認される場合に

は，必要に応じてその領域の特定のための追加調査を実

施する．これにより全数調査とほぼ等しい分布状況を得

ることが可能となる8)．また，残存引張り力の面的分布

図の作成にあたり，必要となるアンカー座標位置の取得

は，報告書あるいは道路台帳等の既存資料の利用を基本

に考えるものの，既存資料の入手が困難な場合には，図

-4に示すような現地での測量あるいは写真撮影等を基に

したアンカー座標の取得について検討を行う． 

 

図-1 SAAMジャッキによる面的調査状況 

 

図-2 SAAMジャッキを用いた面的調査フロー 

 

a)全数調査（73本） 

 

b)1/4間引調査（19本）c)追加調査18本（37本）

図-3 面的調査の試験本数の割合と分布図 

 

 
図-4 2枚の写真を基にアンカー座標位置 

を取得する例（Kuraves-G2，KURABO） 



3.  面的調査結果 

 

 本研究では，全国15箇所の高速道路，国道等の道路切

土のり面を対象に面的調査を実施した．表-1に面的調査

を実施した地点，図-5に各調査のり面の緊張力の分布状

況を示す．今回調査を行った面的調査による緊張力の分

布パターンは，大きくアンカーの緊張力がのり面全体で

低下しているもの（低下：7ヶ所），部分的に緊張力が

増減しのり面の緊張力が一様でないもの（混合：8ヶ

所）に分けることができる．また，今回の調査ではいず

れののり面においても施工時の緊張力を維持していない

ことが明らかになった． 

 
4.  アンカーのり面の健全性評価 

 

 SAAMジャッキを用いたアンカーのり面の残存引張り力

の面的調査により求まった緊張力分布の結果を基に，ア

ンカーのり面の健全性評価を行う．のり面の健全性評価

にあたっては，「グラウンドアンカー維持管理マニュア

ル」2)に準じ，調査により求まった残存引張り力の値を

基に，表-2に示す過緊張および緩み側それぞれにおいて

AからEの健全度の判定を行い，この結果を利用して図-6

のフローに示す手順でのり面の健全性の評価を行う．  

以下に，今回調査を行った2地点を対象に，のり面の

健全性評価を実際に行った例を示す． 

表-1 面的調査実施箇所および実施状況 

 

図-5 面的調査結果 



 
(1)  のり面の健全性評価9) 

調査対象とした地点の地質は泥質変岩で，1:0.5のの

り面にアンカーが171本施工されている．施工年度は平

成7年で，各アンカーの定着時緊張力は設計アンカー力

と同じとなっている．面的調査は，図-7に示すようにま

ず全数の1/4程度にあたる44本について，列・段に抜け

がない斜め方向のアンカーに対してリフトオフ試験を実

施し，その後，過緊張が認められた領域を特定する目的

で，過緊張領域周辺のアンカー26本に対して追加のリフ

トオフ試験を実施した．図-7(b)に示す追加調査を含め

た70本のアンカーにおける設計アンカー力比の分布図に

おいて，のり面下段中央付近において施工時の緊張力を

越える領域が確認でき，本調査によりのり面における過

緊張領域を明確に特定することが可能となる．図-8は，

グランドアンカー維持管理マニュアルに示された，アン

カーの残存引張り力と健全度の目安を基に，のり面の健

全性の評価を行った結果である．その結果，本のり面で

は，下段中央付近において，健全度C,Dの過緊張領域が

存在し，今後これら過緊張領域付近を中心に何らかの対

策の検討が必要であると考えられる． 

 

(2)  追加対策のり面の健全性評価10) 

 調査対象とした地点の地質はシルト岩，のり面勾配は

1：1.0で，斜面長100mの10段のり面の4段目～7段目にア

ンカーが施工されている．調査のり面では，当初84本の

アンカーが施工されたが，供用後にのり面に変状が生じ

たため，追加対策として増し打ちアンカーが158本が施

工されており，のり面全体ではで242本のアンカー施工

されている．各アンカーの定着時緊張は設計アンカー力

で，現在追加対策の施工後約11年が経過している． 

 図-9は，当初施工されたアンカーを対象に，のり面に

変状が見られたため平成9年にリフトオフ試験を実施し

た結果と，今回調査した結果におけるアンカー健全性区

表-2 グランドアンカー維持管理マニュアルによるアンカーの健全度評価 
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a)のり面の健全性評価フロー          b)追加対策のり面の健全性フロー 

図-6 アンカーのり面の健全性評価フロー 



分の状況をそれぞれ示したものである．平成9年調査時

における当初施工アンカーの健全度は，過緊張側のC,D

判定がのり面の広い範囲に分布しているのに対し，追加

対策後には，当初施工アンカーの健全度はD判定が無く

なるとともにA,B判定の領域が広がり，アンカーの緊張

力が改善されていることが判る．次に，追加対策により

施工された増し打ちアンカーを対象に，アンカー健全性

区分の状況を見てみると（図-10），下段4,5段のり面に

おいて過緊張側のC,D判定が広い範囲に分布し，追加対

策後には当初アンカーではなく増し打ちアンカーに緊張

力が作用していることが考えられる．この結果，増し打

ちアンカーによる追加対策後ののり面の緊張力は，当初

アンカーを含めたのり面全体のアンカーで保持できない

可能性があり，今後追加対策を実施する場合，当初アン

カーの緊張力評価の可否を検討する必要性が指摘される．  

 

    

a)1/4間引き調査(44本)                b)追加調査26本（70本） 

図-7 設計アンカー力に対する残存引張り力の比の分布 
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図-8 のり面の健全性区分 

        

a)平成9年調査                  b)追加対策実施後，平成21年調査 

図-9 当初アンカーにおけるのり面健全性区分 

 

図-10 追加対策アンカーにおけるのり面健全性区分 

（平成21年調査） 



5.  おわりに 

 
 SAAMジャッキを用いたアンカーのり面における残存

引張り力の面的調査，並びに面的調査結果を基にした効

果的なアンカーのり面の健全性評価手法の検討を行い，

以下のことを示した． 
１）SAAMジャッキを用いたアンカー残存引張り力の面

的調査を全国15箇所ののり面について実施した結果，い

ずれののり面も施工時の緊張力を維持できていないこと

が明らかとなった． 
２）アンカーのり面における残存引張り力の面的調査に

より，のり面における過緊張あるいは緊張力低下等の問

題が考えられる領域の特定が可能となる． 
３）グラウンドアンカー維持管理マニュアルに準じ，ア

ンカー残存引張り力を基にした新たなアンカーのり面の

健全性評価手法の提案を行い，これを用いることで効果

的にのり面の維持管理の評価が行える可能性が示された． 
以上，本研究で提案したSAAMジャッキを用いたアン

カーのり面における残存引張り力の面的調査を用いたア

ンカーのり面の健全性評価手法を用いることで，従来の

点での調査から面による調査によって，さらに効率的で

有効なアンカーのり面の維持管理を行うことが可能にな

り，国民の安全・安心で快適な生活・経済活動の維持に

つながるものと考えられる． 
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